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What Should We Learn
from the “Present” of Folk Performing Arts?
In this article, the author aims to describe recent tendencies in the research of 
folk performing arts, and, in response to that, to indicate a few points where fruitful 
research can be expected.
Today, many researches deal with themes involving particular situations sur-
rounding folk performing arts, such as tourism and cultural policy conducted by 
the national government. Tourism and cultural policy are both seen as causes of so-
called “folklorism” or “resourcization of culture,” meaning the re-contextualization 
and utilization of folk performing arts outside of their “original” context.
However, the author has some apprehension concerning this situation. Many 
examples of present practices in folk performing arts are explained as cases of folk-
lorism. As a result, attention tends to be given only to clearly new means of perfor-
mance. As a result, seemingly “traditional” means of performance, such as those in 
local festivals, are not seen as appropriate focuses of study of the “present” of folk 
performing arts.
Needless to say, these apparently “traditional” means of performance are not 
forever unchanging, but are the consequences of extremely dynamic processes of 
transmission. In the transmission processes, the “present” has an enormous influ-
ence. To understand this dynamism in the process of transmission, we would like to 
suggest focusing on two points: (1) the body, and particularly changes in ways of 
training with the body, and (2) changes in the social relationships of people involved 
in the overall practice. Considering these points in the “present” situation will make 
it possible for us to get closer to a comprehension of the mechanism of transmission 



























































































究の会・第一民俗芸能学会編 1993; 橋本 2006］、またもう 1つは、上述の「おまつり法」の是非
がさかんに論じられたのと同じ頃、日本民俗学の一部の研究者が精力的に推し進めていた、民俗





























































































































































































されている［中村 2003; 菅原・藤田・細馬 2005; 大石 2007］。目指すところは異なるのかもしれ
ないが、その態度は正しく、共感するものである。
そして、民俗芸能の「現在」から何を学ぶか
最後に、上記のような問題意識をもって現在の民俗芸能を見ることで、何を学ぶことができる
のか。結論めいたことはすでに何度も述べたようであるが、筆者にとって「現在」の民俗芸能を
見ることは、民俗芸能の伝承という古典的ではあるが古びてはいない問題を、新しい目で見るこ
とである。すでに多くの先学が指摘していることだが、民俗学は伝承の学と言いながら、その伝
承のメカニズムを解明するという方向に向かわなかった。伝承はあくまで結果として観察され、
資料として採集され、利用される対象にとどまっていた。そうではなくて、民俗芸能の伝承とい
うダイナミックな運動を、それがどのように動いているのかを、理解したいというのが筆者の望
みである。そのために唯一、自分の目で観察できるのが、「現在」の民俗芸能の実践活動なのである。
では何のためにと問われるなら、その動機の 1つは、できるだけ多くの民俗芸能がこれから
も伝えられ、続けられて欲しいと思うからであり、そのために参照しうるような研究でありたい
からだと答えるだろう。実は筆者は、調査地ではけっこう単純に民俗芸能を楽しんでいる。私だ
けが楽しんでいるのではなく、演じている彼らも楽しんでいるように見える。もちろん、民俗芸
能を演じることにまつわる諸事象をすべて称揚するつもりも、そこに過度に情緒的・道徳的な麗
しさを読み込むつもりもないが、民俗芸能の実践に参加することで、自分がその一部である地域
の文化に愛着を感じたり、経験を共有する仲間や、世代の異なる者との紐帯を育んだりするとい
う意味での有用性まで否定する必要はないだろう。そのような意義を認めた上で、その人々が望
むなら、それを伝えてこれからも続けることを支援するような役に立てないものかと考える。民
俗芸能を「伝える」とはどのようなことで、どのような問題があるか、どのようにこれまでの民
俗芸能は問題を乗り越えてきたかを考察することは、そのためになるはずである。正体を隠して
いたつもりもないが、筆者自身は文化財保護という政策に深く関わる立場にある。文化財保護を、
人が担う文化に国家という枠組みから価値を付与して「残す」ことを要請するのではなく、彼ら
の希望によって「伝える」ための支援の施策として組み換えていく方法を探ることも筆者の責務
である。そのときはもう、「文化財」という言葉はふさわしくないのかもしれないが。
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